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シールズユアンは、音楽を通じて文化やコミュニティの垣根を越え、人々を結びつけ
ることに力を注ぐ指揮者である。彼の活動は、共同の演奏行為が理解を深め、協働を
促し、聴衆と演奏家の双方にとって意味深い体験を創出し得るという信念に根ざして
いる。国際的な大舞台でも地域社会の場でも、シールズは音楽を介して集合的な芸術
性と対話を喚起することを目指している。

日本に生まれ、米国で育ったシールズは、その多様な背景と協働的な精神を映す国際
的なキャリアを歩んできた。2023年、シーメンス＝ハレ国際指揮者コンクールで優勝し、
現在のハレ管弦楽団アシスタント・コンダクターおよびハレ・ユース・オーケストラ
音楽監督の任に就いた。翌 2024 年には、ソウルで開催された韓国国立交響楽団国際指
揮者コンクールで第 2位を受賞。さらに、2023 年から 2025 年まで 3年連続で、ソル
ティ財団（米国）のキャリア・アシスタンス賞の支援を受けている。

2025‒26 シーズンには、デュッセルドルフ交響楽団、新日本フィルハーモニー交響楽団、
大阪交響楽団へのデビューが予定されている。近年の客演には、ハレ管弦楽団、デン
マーク国立交響楽団、モンテカルロ・フィルハーモニー管弦楽団、南デンマーク・フ
ィルハーモニー管弦楽団、ビール・ゾロトゥルン交響楽団、グシュタード・フェステ
ィバル管弦楽団、ジュリアード・ラボ・オーケストラ、ジュリアードの AXIOMアンサ
ンブルが含まれる。加えて、ハレおよびハレ・ユース・オーケストラとの緊密な活動
を継続し、来季は 8つのプログラムを指揮する。

ジュリアード音楽院にてデイヴィッド・ロバートソンに師事し、2023 年に指揮専攻の
修士（音楽）を取得。それ以前は、ピーター・フォーク奨学金の支援を受けてUCLA
で学士（音楽）を修め、チェロをアントニオ・リジー、指揮をニール・スタルバーグ
に学んだ。

彼の音楽の歩みは 8歳のとき東京でチェロを始めたことに端を発する。高校時代には
サンフランシスコ交響楽団ユース・オーケストラに所属し、そこで指揮への情熱を見
いだした。仲間とともにサンフランシスコ・チェンバー・オーケストラを立ち上げ、
20～30 名規模のアンサンブルで市内各所において 9回の公開公演を企画・運営した。
こうした初期の経験は、今日に至るまで、彼の協働的アプローチと、音楽を通じたコ
ミュニティ形成への確固たる志を形づくっている。
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